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アフターコロナのベトナム経済状況

Z世代が作り出す街の賑わい

訪越日本人増加への期待

路上カフェで談笑する
ホーチミンの若者たち

ホーチミンに訪れる観光客

たくさんの人で賑わう
夜のグエンフエ通り

　2022年初旬にはコロナ禍を終えていたベトナムは、経済
成長率も早々に回復すると言われてきましたが、2023年の
経済状況は実際どうなっているでしょうか。様々なメディア
において、世界的な需要変動で製造業の業績が悪化している
とか、数十年にわたり成長を続けてきた不動産業界でも景気
が悪化していると報じられています。米中関係の影響による
ポストチャイナ、もしくはチャイナプラスワンとしてのベト
ナムの足元の情勢が気になるところです。
　人民委員会によると、ホーチミン市の第 1四半期の経済成
長率は 0.7%であり、第 2四半期の 5.87％と合わせて上半
期は 3.55％になる見込みとされています。セクター別では、
製造業と建設業の落ち込みがひどい一方、サービス業の第 2
四半期は 7.6％と高成長を達成することになりそうです。つ
まり、コロナ禍からの世界情勢の影響で製造業輸出の需要が
低下し、それにより国内の建設業景気も低下しました。また、
昨年度からの金利上昇も相まって不動産業に影響が出ている
と考えられるのではないでしょうか。
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　ところで、こんな活気あふれるベトナム市場においての日系
企業や日本人の動向はどうでしょうか。遅ればせながら、日本
もようやくコロナの規制がほぼ撤廃され、日本からの出張者や
旅行者も増えてきました。日本企業の進出も年間300社以上
といったコロナ前の水準に
戻ってくれることを期待し
ています。ホーチミン兵庫
県人会も130人を超えて
いて、定期的な活動を再開
しています。兵庫県からの
ホーチミンへの視察や進
出、取引などをぜひ検討し
てみてください。

　ただ、ホーチミンで生活していて日々感じることは、やはり
街がとても華やかで、景気が悪いようには思えないことです。
先の人民委員会の数字でも小売や観光の売上が大幅に増加し
ており、企業とホーチミン市が実施した様々なプロモーショ
ン活動が観光需要の喚起に大きく貢献したとされています。
実際、街のいたるところ
で外国人観光客の姿が見
られるようになりました。
日本製品の販売も活発で
あり、日本人街のレタン
トンには日本人以外の人
たちも多く訪れています。
　ホーチミンの街の賑わ
いや流行は、2000年以降生まれのいわゆるZ世代が牽引し
ています。特にホーチミン生まれの人たちは、生まれたとき
から実質の市場経済に触れてきました。デジタルネイティブで、
インターネットに対する当局の規制が無くなった時代を生き
てきたので、海外の情報を当たり前のように素早くキャッチ
しています。そんな若者たちが日夜街に繰り出しているので

すから、街が活性化しないわけがありません。そこにインバ
ウンドの旅行者も合わさって、より一層街中を明るくしてい
るのでしょう。
　そうなってくると、どんどん新しい物を取り入れて古き良
き文化を失くしてしまうのではないかとの懸念が生じます
が、今のホーチミンの若者の流行には、温故知新というか、
昔ながらのベトナム文化を継承するような感じが見受けられ
ます。夜になると屋台のカフェやバーが路上に立ち並び、人
が集まるホーチミン中心
部の至るところで若者の
グループが地べたに座っ
て談笑しています。また、
昔からベトナム人の娯楽
の一つだったビリヤード
が昨今とても流行ってい
て、市内各所にビリヤー
ド店が新規オープンし
ています。長年この国に住んでいる者として、こういうベト
ナムらしい光景はとてもうれしく感じます。
　そして、ホーチミンはベトナムのスタートアップエコシス
テムの中核ですが、Z世代の活躍によってその成長が加速し
ています。ソーシャルメディアやインフルエンサーマーケティ
ングを駆使して最新の情報を発信しています。こういった世
界的にも先進的な業界での経済成長が期待できるのも、若者
が活躍するベトナムならではかもしれません。


